


ち

-

須
員
川

EE--康
市

役

所

前

-・、一ーーーーー勺

開一一一一
日
本
全
薬

工
業
前

第
8
区

郡
山
総
合

体
育
館
前

臼
和
田
奥
州

松
の
大
橋

本
宮
僑
商

回転倒松
陵
申
前

諸
島
大
挙

平成9年12月広報たまかわ

高
橋
由
美
喜
選
手
一

(
学
法
石
川
一
局
1
年
)
一

深
谷
明
日
香
選
手
一

(
泉
中
2
年
)
一

鈴

木

信

選

手

一

(
日
大
東
北
高
1
年
)
一

関
根
勝
夫
選
手
一

(
学
法
石
川
高
3
年
)
一

「

1
1
1

(
泉
中

2
年
)

小

林

弘

典

選

手

(
泉
中
2
年
)

南
京
安
稽
一
富

2
年

5.4km 

(
泉
中
2
年
)

一
愚
林
浅
隆
選
手

強
選
手

(
須
釜
中
3
年
)

需
選
手

(
泉
中
3
年
)

工
房
『和
』

(
東
京
精
工
紛
)

ク℃

選
手

(
学
法
石
川
一
局
1
年
)

同 i ♀

林 iiE 
( と主 i 情
泉/..)(， I報

中直|高
3 選 Ig 
空手|年

2 

富
山
っ
た
通
り
の
走
り
が
出

来
な
く
て
残
念
で
し
た
。
来
年

は
も
っ
と
力
を
つ
け
て
頑
張
り

た
い
と
患
い
ま
す
。」

「向かい風が大変強く走りづらかったが、

全体的に自分のペースで走れたので良か

った。J

「令年は初めてだったけど白分なりに精一杯

がんばったと思います。タスキをもらう時、 3
""4秒遅れてしまってみんなに迷惑をかけてし

ましました。来年は練習がんばりますJ

「強風のためとても走り難かった。

最悪でした。J

「今日の福島駅伝は、 j車が強

くて思ったように走れなかっ

た。タイムも目標のタイムで走

れなかった。でも、 111買位を上げ

れたので良かったと思います。j

「ぺ
i

ス
を
守
れ
て
走
れ
て
良

か
っ
た
。
タ
ス
キ
を
渡
せ
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
し
た
。」

易

第

9
口
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
〈
一
訟
は
、
日
月
お
一

日
、
午
前

8
時
に
白
河
市
の
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
一
斉
一

に

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

一

県
内
問
市
町
村
の
代
表
選
手
が
福
患
県
庁
前
ま
で
の
同
区
間
一
一

O
二
・
九
キ
口
メ
ー
ル
を
タ
ス
キ
で
繋
い
で
ゴ

i
ん
を
目
指
す
感
一

劃

の

ド

ラ

マ

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

一

「
風
は
強
か
っ
た
が
、
思
い
つ
き
り
走
れ
た

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
強
風
や
小
雨
な
ど
の
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
一
の
で
悔
い
は
残
ら
な
か
っ
た
。
来
年
も
一
生

ン
で
し
た
が
、
本
村
選
手
も
力
強
い
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。
一
懸
命
練
習
し
て
、
ぜ
ひ
出
場
し
た
い
で
す
。
」

斗
叫
J

内
J
W
0
・

n
d』
E
ム

4
糸
1
n
u
R
立
ロ

1
l
b
m
u

一

し
か
し
、
そ
の
後
も
強
風
や
冷
一

た
い
小
雨
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
一

精

一
杯
の
走
り
で
各
選
手
が
繋
ぎ
一

通
し
ま
し
た
。

総
合
タ
イ
ム

6
時
間
日
分
お
秒
一

で
ア
ン
カ
ー
の
高
林
浅
直
選
手
が
一

福
島
県
庁
前
ゴ

l
ル
に
飛
び
込
み
一

総
合
印
位
、
村
の
部
(
お
チ
ー
ム
一

中
)
日
位
と
な
り
ま
し
た
。
選
手

一

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
チ
ー
ム
の
皆
に
も
、
応
捷
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
に
も
申
し
訳
な
く
患

い
ま
す
。
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く

ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
の
残
念

で
し
た
。」

総
合

3 

「『
ど
う
し
て
あ
の
時
も
っ
と
が

ん
ば
れ
な
か
っ
た
の
か
』
こ
れ
が
私

の
舎
の
気
持
ち
で
す
。
死
ぬ
気
で
走

れ
な
か
っ
た
の
が
O
残
り
で
す
。
応

援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

氾
立
、

pur

、，aE-

本
村
チ
l
ム
は
、
前
半
順
調
な

走
り
を
見
せ
て
、
初
位
台
を
キ
1

プ
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

年
も
ト
ッ
プ
の
い
わ
き
市
が
ダ
ン

ト
ツ
の
速
さ
で
他
チ
l
ム
を
引
き

離
し
、
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
に
な

る
チ
l
ム
が
増
え
て
ゆ
く
中
、
木

村
チ
l
ム
も
第
7
区
中
継
地
点
の

須
賀
川
市
役
所
前
で
無
念
の
繰
上

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

「
福
島
駅
伝
で
走
れ
て
自
分
は
良

い
経
験
に
も
芯
り
、
よ
い
思
い
出
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
体

験
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
に
侵
立
て

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

一一つ

「
け
月
の
初
め
に
風
邪

を
引
い
て
し
ま
い
思
う
よ

う
な
調
整
が
で
き
な
か
っ

た
。
で
も
走
り
終
え
る
ご

と
が
で
き
て
ホ
ツ
と
し

た
。
来
年
は
、
も
っ
と
安

定
し
た
走
り
が
で
き
る
よ

う
仁
し
た
い
。
」

「
今
ま
で
練
留
を
や
っ
て
き
て
最

後
ま
で
走
れ
た
の
で
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
自
分
な
り
に
が
ん
ば
っ
た

の
で
良
か
っ
た
。
監
醤
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
係
員
、
泉
婦
人
会
の
皆
さ
ん
、

今
ま
で
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

「思うように走れるかどうか少々

不安だったので、スター卜してから

は伺も考えずに走りました。自分な

りに精一杯走ったので悔いはありま
せん。j

{初めての駅伝で、いきなりアン

力ーになって緊張しました。朝早く

1区の人たちががんばっていたので

僕も一笠懸命やろうと思って精一杯

がんばって走りました。とてもいい
思い出になりました。J

「5
キ
口
過
ぎ
か
ら
の
向
か
い
風
が
き

っ
く
苦
し
い
走
り
だ
っ
た
が
、
沿
道
で
の
声

器
に
閉
ま
さ
れ
、
何
と
か
目
標
に
近
い
タ
イ

ム
で
走
り
抜
く
こ
と
が
出
来
、満
足
し
て

い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
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第
9
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会
の
本
村
選
手
団
の
解
団
式
は
、
什
月
お
日

(B)
午
後
6
時
か
ら
村
民
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
選
手
、
役
員
、
保
護
者
な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
塩
津
主
将
か
ら
車
巴
本
部
長
に

団
旗
が
返
還
さ
れ
た
あ
と
、
選
手
一
人
ひ
と
り
に
本
部
長
か
ら
出
場
記
念
の
メ
、
タ
ル
が
首
に
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
の
経
験
を

こ
れ
か
う
の
人
生
に

選
手
解
図
式
で
は
、
車
田
村
長
(
本
部
長
)
か
ら

「
き
ょ
う
は
大
変
悪
条
件
の
中
で
の
大
健
闘
に
う
れ

し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
今
後

の
人
生
の
中
で
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
実
行
委
員
会
、
家
族
の
皆
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
」
と
選
手
、
サ
ボ

l
タ
l
に
労
い
の
こ

と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
助
次
郎
実
行
委
員
長
、
宗
形
徳
次
議

会
副
議
長
、
小
原
嗣
男
教
育
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

強
風
の
中

が
ん
ば
っ
た

溝
井
監
醤
の
話
「
中

・
高
校

生
が
主
体
の
若
い
チ
ー
ム
で

ω

配
な
画
も
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、

全
員
、
持
ち
昧
を
出
し
て
が
ん

ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
強
風
の

懇
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
良

く
走
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
苦

労
様
で
し
た
。」

玉川村民号

選
手
の
皆
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た

選
手
図
解
団
式
の
終
了
後
に
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
一
階
日
本
間

で
選
手
を
囲
ん
で
の
会
食
懇
談
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
食
の
準
備
は
、
玉
川
村
食
生

活
改
善
推
進
員
ょ
っ
ば
の
会
(
双

里
不
二
枝
会
長
)
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
い
、
一
二
色
お
に
ぎ
り
や
団

子
汁
、
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
、
関
係
者
は
大
会
を
振
り

返
っ
て
の
懇
談
に
花
を
咲
か
せ
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ジ
ア
ム
な
ど
を
見
学

お
座
敷
列
車
で
行
く
ふ
れ
あ
い

の
旅
『
玉
川
村
民
号
」
は
、
日
月

訪
日
か
ら
1
泊
2
日
の
日
程
で
行

わ
れ
、
参
加
者
幻
名
が
茨
城
県
鹿

嶋
市
方
面
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

泉
郷
駅
前
広
場
で
出
発
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
主
催
者
を
代
表

し
て
車
田
村
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
出
発
を
記
念
し

て
の
テ
l
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

あ
と
、
郡
山
方
面
か
ら
入
車
し
て

き
た
お
座
敷
列
車
3
荷
に
そ
れ
ぞ

れ
分
乗
し
て
和
や
か
な
旅
の
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

発
車
後
、
車
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
村
長
か
ら

は
村
政
の
概
要
が
説
明
さ
れ
た
あ

と
、
飲
食
と
お
し

ゃ
べ
り
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
、
「
こ
れ
は
退

屈
し
な
く
て
い
い
な
」
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

列
車
は
、
水
戸
駅
を
経
由
し
て

鹿
島
臨
海
鉄
道
に
入
り
鹿
島
神
宮

駅
に
到
着
。
鹿
島
神
宮
を
参
拝
し

た
あ
と
遊
覧
船
で
潮
来
ロ
橋
め
ぐ

り
を
し
ま
し
た
c

一
行
は
、
潮
来
町
に
あ
る
利
根

川
を
望
む
潮
来
ホ
テ
ル
に
宿
泊
と

な
り
ま
し
た
。

旅
の
楽
し
み
は
何
と
い
っ
て
も

夜
の
宴
会
で
す
。
双
里
日
日
光
区
長

会
長
の
音
頭
で
乾
杯
さ
れ
る
と
旅

の
疲
れ
も
無
く
、
歌
や
踊
り
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
『
エ
ゾ
穴
太

郎
」
な
る
芸
名
?
の
歌
手
も
出
現

し
た
り
で
会
場
は
爆
笑
の
渦
と
な

り
ま
し
た
。

第
二
日
目
は
、
パ
ス
で
銚
子
市

ま
で
移
動
し
て
醤
油
工
場
と
犬
吠

4 

兄
妹
・
兄
弟
で

出

場

本
村
選
手
団
に
2
紹
の
兄
妹
、

兄
弟
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

第
2
区
と
第
日
区
を
走
っ
た
深

谷
兄
妹
(
川
辺
日
深
谷
節
夫
さ

ん
・
洋
子
さ
ん
夫
妻
の
長
男
、
長

女
)
、
第

8
区
と
第
日
区
を
走
っ

た
高
林
兄
弟
(
中
日
高
林
浅
光
さ

ん
・
信
江
さ
ん
夫
妻
の

2
男
と
3

男
)
の
2
組
で
す
。

4
名
と
も
若
い
選
手
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

大

熱

演

親
会
は
大
賑
わ
い

崎
灯
台
、
魚
市
場
を
そ
れ
ぞ
れ
見

学
し
ま
し
た
。

再
び
鹿
嶋
市
に
戻
っ
て
、
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
チ
I
ム
「
鹿
島
ア
ン
ト
ラ

i
ズ
」
の
ホ
l
ム
球
場
で
あ
る
鹿

島
ス
タ
ジ
ア
ム
を
視
察
。
球
場
内

ま
で
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
締
麗

に
手
入
れ
さ
れ
た
芝
を
直
に
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

鹿
島
神
宮
駅
か
ら
再
び
お
座
敷

列
車
に
乗
り
換
え
て
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
で
楽
し
み
な
が
ら
帰
途
に
つ
き

ま
し
た
。

玉川村民号
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村
一
祉
協
に
優
良
一
表
彰
状
ハ

ー
全
国
社
会
福
祉
会
ー
か
/
5

広報たまかわ

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

村
社
会
福
祉
協
議
会
(
車
出
次
け
取
り
ま
し
た
。
同
表
彰
は
、
県

夫
会
長
)
は
、
日
月
比
日
(
金
)
に
内
か
ら
は
本
村
社
協
の
ほ
か
に
2

東
京
都
の
日
比
谷
公
会
堂
で
行
わ
つ
の
社
協
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

れ
た
全
国
社
会
福
祉
大
会
の
席
日
月
げ
日
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

上
、
優
良
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

1
で
行
わ
れ
た
村
社
会
福
祉
協
議

て

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

会

の

役

員

会

に

受

賞

の

報

告

が

さ

表
彰
式
に
は
、
専
門
員
の
岩
谷
れ
ま
し
た
。
席
上
、
車
田
会
長

勝
雄
さ
ん
が
出
席
し
て
全
国
社
会
は
、
「
役
員
皆
様
の
ご
労
苦
に
感

福
祉
協
議
会
の
長
尾
立
子
会
長
か
謝
・
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

ら
表
彰
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
を
受
後
と
も
社
会
福
祉
活
動
に
ご
協
力

一ムロ一一演一一講一
一レい一

一
，

a司
自
一

一文一
平
成
9
年
度
玉
川
村
文
化
講
演

会
は
、
日
月
ロ
日
(
水
)
午
後
6
時

均
分
か
ら
国
際
ラ
リ
l
ラ
イ
ダ
l

山
村
レ
イ
子
(
必
歳
)
さ
ん
を
迎
え

て
マ
l
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
か
れ

ま
し
た
。

山
村
さ
ん
は
、
今
年
の
ダ
カ
ー

ル
ラ
リ
ー
に
二
輪
車
で
出
場
。
ご

主
人
と
と
も
に
、
見
事
、
完
全
走

破
を
果
た
し
ま
し
た
。
過
去
、
同

ラ
リ
ー
に
は
2
度
出
場
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
無
念
の
リ
タ
イ
ア

を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

地

球

H

欧
州
農
業
を
研
修
H

榊
枝
義
こ
さ
ん
(
北
須
釜
)
が
参
加

平
成

9
年
度
の
福
患
県
農
業
経

営
者
海
外
派
遣
研
修
事
業
は
、

9

月
3
日
か
ら
は
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、
本
村
北
須
釜
の
榊
枝
義
こ

さ
ん
(
日
歳
)
H
写
真
れ
れ
が
参
加
し

た(

平成9年12月

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
海
外

研
修
は
不
安
が
多
く
、
心
配
し
な

が
ら
の

2
週
間
で
し
た
。
研
修
先

は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
の

5
カ
国
を
廻
る
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、
こ
れ
ら
の
国
々
の

ほ
ん
の
一
部
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。

共
通
し
て
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
平

坦
で
雄
大
な
農
地
、
大
型
機
械
、

大
型
施
設
、
自
給
飼
料
、
窓
辺
に

広報たまかわ

ま
し
た
。

研
修
は
、
全
県
下
か
ら
れ
山
名
が

参
加
し
て
ド
イ
ツ
な
ど

5
力
国
を

訪
問
し
ま
し
た
。
野
菜
、
花
き
、

果
樹
、
畜
産
の

4
つ
の
班
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
南
意
義
な
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

榊
枝
さ
ん
は
、
畜
産
班
の
距
長

と
し
て
置
重
な
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
今

月
と
来
月
号
の
2
口
に
わ
た
っ
て

紹
介
し
ま
す
。

ノY

咲
く
美
し
い
花
の
凶
で
あ
っ
た
と

回
?
っ
。ド

イ
ツ
は
大
型
農
家
民
宿
へ
泊

ま
り
、
ド
イ
ツ
農
業
の
講
義
を
開

き
、
マ
イ
ス
タ

l
制
度
で
農
業
や

そ
の
後
継
者
の
意
識
を
高
め
て
、

青
年
が
誇
り
を
も
ち
、
専
業
農
家

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
開
き
ま

し
た
。
山
羊
飼
育
と
農
家
民
宿
、

リ
ン
ゴ
農
家
を
研
修
し
、
自
給
飼

料
に
よ
り
生
産
し
、
加
工
、
直
販

旅
ラ
リ
!
体
験
を
語
る

同
ラ
リ
l
出
場
の
女
性
最
高
齢
記

録
保
持
者
で
も
あ
り
ま
す
。

バ
イ
ク
と
出
会
っ
て
か
ら
の
人

性
観
、
過
酷
な
ラ
リ
ー
の
模
様
を

ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
な
が
ら
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

山
村
さ
ん
は
「
今
、
勇
気
を
示

す
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
後
に

な
っ
て
勇
気
を
示
す
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
い
う
一
一
言
葉
を
大
切
に
し

て
こ
れ
ま
で
何
事
に
も
挑
戦
し
て

き
た
と
の
こ
と
。
会
場
の
皆
さ
ん

も
感
動
し
き
り
で
し
た
。

を

し

て

も
し
て
い
る
。
ま
た
市
場
へ
の
出

荷
、
民
宿
は
、
都
会
の
人
々
の
い

こ
い
の
休
み
場
、
交
流
の
場
と
し

て
使
わ
れ
、
家
庭
で
、
休
暇
を
楽

し
む
様
に
な
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
干
拓
事
業
に
よ
り

発
展
し
た
国
、
ド
イ
ツ
と
は
一
変

し
て
広
々
と
し
た
草
地
に
牛
、
馬
、

ひ
つ
じ
、
豚
な
ど
様
々
な
動
物
の

姿
が
自
の
前
に
美
し
く
見
え
る

0

ア
ー
ル
ス
メ

i
ル
花
市
場
、
試
験

場
、
切
り
花
、
鉢
花
農
家
を
見
、

美
し
い
花
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ

れ
た
、
規
模
の
大
き
さ
に
驚
き
ま

し
た
。ス

イ
ス
で
は
複
合
経
営
農
家
と

野
菜
農
家
を
研
修
し
、
複
合
農
家

で
見
た
経
営
は
、
正
に
自
給
自
足

で
乳
牛
、
豚
を
餌
い
、
飼
料
は
皆

自
給
で
、
豚
に
は
チ
l
ズ
粕
、
ザ

ン
パ
ン
を
利
用
し
て
い
る
。
家
庭

の
食
糧
は
加
工
し
、
冷
凍
、
乾
燥
、

瓶
詰
め
と
そ
れ
ぞ
れ
貯
蔵
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
水
を
利
用
し
て
、
自

家
発
電
所
ま
で
持
っ
て
い
る
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。
野
菜
は
虫
に
は

天
敵
防
除
し
、
病
気
に
は
低
農
薬

と
安
全
性
が
見
ら
れ
た
。

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
ア
ル
プ
ス

の
山
々
の
風
景
は
雄
大
で
、
グ
リ

ン
デ
ル
ワ
ル
ド
よ
り
、
ユ
ン
グ
フ

ラ
ウ
ヨ
ッ
ホ
山
頂
ま
で
、
ま
た
山

第
3
囲

よ

2
3
s
u
v
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a曹

平
成
9
年
度
第
3
回
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
は
、
日
月

M
日
(
金
)
に
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
次
の
子
ど
も
た
ち
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

坂本柚花ちゃん
() 11辺・韓)

臨山拓美くん
(蒜笠-露塵)

IJ¥ $t駿弥くん
(中・仁一)

黒田香菜ちゃん
(岩法寺・泰吉)

頂
よ
り
の
眺
め
は
絵
で
見
る
現
物

そ
の
も
の
で
あ
る
。
国
の
政
策
で

農
業
が
重
視
さ
れ
、
山
岳
酪
農
が

行
わ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
の
群

が
目
に
つ
く
。
観
光
美
と
自
然
保

護
が
国
と
国
民
が
一
体
と
な
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
。
安
定
農
業
保
証

制
度
が
う
か
が
わ
れ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
ホ

1
ム
ス
テ
ィ

が
あ
り
、

2
泊
3
日
養
称
農
家
ア

ン
ド
ベ
ン
ツ
御
夫
妻
宅
へ
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
の
忙
し
い

中
、
車
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

家
の
経
営
は
豚
の
繁
殖
と
肥
脊
一

貫
で
飼
料
は
皆
自
給
飼
料
で
ま
か

な
い
、
不
足
な
物
だ
け
購
入
さ
れ

小林史弥くん
(竜崎・雅之)

小林一也くん
(竜崎・正一)

吉村静也くん
(南須釜・博)

阿部成
(南須釜・公平)

大越祐輔くん
(南須釜・吉孝)

んど、
T
町、、
l
ノ

昭
彦

伊土日中
翼
告

奇

て
い
ま
し
た
。

私
と
水
戸
君
の
コ
ン
ビ
で
治
ま

り
、
水
戸
君
の
通
訳
で
少
し
ず
つ

話
が
通
じ
、
心
配
し
た
民
泊
も
何

と
か
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

言
葉
少
し
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

心
は
通
じ
合
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
研
修
生
が
、
各
家
庭
で
の
思

い
を
胸
に
現
地
の
人
達
と
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
、
ク
リ
ッ
ピ
ン
ゲ

を
後
に
す
る
。

最
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
世
界
一

と
言
わ
れ
る
ラ
ン
ジ
ス
中
央
市
場

を
見
学
、
別
出
の
敷
地
と
3，
o
o
o

人
が
働
く
市
場
は
広
く
、
市
場
の

一
角
野
菜
市
場
を
見
る
。
あ
ら
ゆ

る
品
種
が
あ
り
ま
し
た
。
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
、
ノ

i
ト
ル
ダ
ム
寺
院
な
ど
見
学
・
歴

史
の
長
さ
と
建
物
、
文
化
遺
産
に

感
動
し
ま
し
た
。

H
で
見
、
身
体

で
感
じ
た
こ
と
を
、
今
後
少
し
ず
つ

役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
お
世
話
し
て
い
た
だ

い
た
関
係
機
関
の
皆
様
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
我
が
班

員
、
団
員
の
ご
協
力
に
よ
り
研
修

で
き
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。
団
員
の
皆
掠
と
知
り
合
っ

た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
皆
様
の
今
後
、

地
域
で
ご
活
躍
を
さ
れ
る
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

6 7 



平成9年12月

.トピ秒。ス.
IN 

記号f})Dむ

広報たまかわ平成9年12月広報たまかわ

福島県青少年育成村氏会議主催の家庭の百作品コ

ンクール県大会で、須釜小 2年の有賀干紘さん(古)の

「じゃがいもかぞ、く」が作文の部で最優秀作品に選ば

れました。また、書写、書:道の部でも草野美恵子さん

(山小屋、須高 3年)が最優秀作品に選ばれました。

受賞式は、県文化センターで、行われ、有賀さんと

草野さんに賞状と楯が授与されましたc

家庭の自の佃22フりι
三菊麓さ布主章一野さ1fi(二最優禿筆三

42
の
ヤ
リ
テ
ィ
募
金
を
祉
協
へ

県
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
地
方
自
治
法

施
行
問
周
年
を
記
念
し
た
記
念
式
典
が
福

島
テ
ル
サ
(
福
島
市
)
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
地
方
自
治
に
功
労
の
あ
っ

た
個
人
と
団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
本

村
か
ら
前
村
議
会
議
員
の
奥
野
義
章
さ
ん

(
万
歳
・
岩
法
寺
)
が
受
賞
し
ま
し
た
。

奥
野
さ
ん
は
、
村
議
会
議
員
と
し
て
6

期
弘
年
在
職
し
議
会
発
展
に
尽
力
き
れ
、

ま
た
農
業
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

とう
さ
ま
で
す
。

「
勤
労
感
謝
の
日
」
を
前
に
泉

保
育
所
と
い
ず
み
幼
稚
国
の
児

童
が
駐
在
所
、
郵
便
局
、
役
場

な
ど
訪
問
。
役
場
で
は
、
「
お

し
ご
と
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
」

と
砦
で
声
を
掛
け
て
、
代
表
の

児
童
が
花
を
小
針
助
役
に
贈
り

ま
し
た
。

訪
問
し
た
児
童
に
は
お
札
と

し
て
お
菓
子
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

川
村
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
実
行
委
員
会

(
大
木
実
委
員
長
)
で
は
、
日
月
ロ
日
(
水
)
に

石
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
日
田
村
長
杯
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
ペ
に
は
、

印
刷
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
、
マ

i
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
で
参
加
者
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

募
金
が
行
わ
れ
、
9
7
，
4
7
1
円
が
集
ま
り
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

須賀)llrll文化センターで県・中保健所管内の市町村の関

係者が出席して第 1回公衆衛生大会が閃かれました。大

会では、公衆衛生活動に功績のあった悩人61名と 21団

体に表彰状が贈られ、本村からは次の方々が受賞しました0

0県中地区衛生組織連合会長表彰

@あけぼの会ボランティアグループ

@双旦不二枚(小 高) .大和田11百子(

0石)11抱包公衆衛笠協力会長表彰

@車旺i光子(小

。県赤十宰血液センタ一所長感謝状缶達

@出1LLi孝夫(蒜生) ..小原幸春(南須釜)

8 

航空機事故を想定した消火救難総合訓練が福島空港エプ

ロンで、消防、警察、医療などから200名が参加して行わ

れましたo

福島空港ヒ空で故障し、緊急着陸した B767機が炎上し

たとの想定で行われ、本村からも消防関係に消防団員20

名と車両 3台が出動して消火作業などに真剣な表情で取り

組んでいました。

一
人
ひ
と
り
が
バ
ケ
ツ
に
稲

の
苗
を
植
え
て
、
稲
の
成
長
過

程
も
学
習
し
ま
し
た
。

玉
川
第
一
小
学
校
(
水
野
岩

男
校
長
)
の
5
年
生
日
名
は
、

J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
泉
支
屈
の

米
倉
山
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。
本

庖
営
農
課
の
大
平
係
長
さ
ん
か

ら
稲
作
の
歴
史
や
生
産
、
米
の

流
通
過
程
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
あ
と
、
活
発
な
質
問
が

行
わ
れ
、
農
業
の
基
幹
作
物
で

あ
る
稲
作
に
つ
い
て
の
学
習
を

し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
今
年
度
、
社

会
科
の
授
業
と
し
て
「
稲
の
一

生
」
を
テ
l
マ
に
春
か
ら
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
、
実
際
に
児

9 
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新年E礼会開催

のお知5せ

保

1里

{呆

l嬰
.保

(重
保

障

吉集会所
震

圏直の健康ごよみ

令学ぶ意欲、をパックアップ

国の教育ローンです

-外国の高等学校、高等専門学校、短期

大学、大学、大学院(6ヶ月以上の留

学に限ります。)

・その他職業能力開発校などの教育砲設

中学卒業以上で修業年限が 6ヶ月以

上の教育施設に眠ります。

ご融資金額 ζI学生 生徒お一人につき 150万円以内

利 率 |年2.7%(平成 9(，;1三8;=J 31日現在)

8 ir.以内(在学期間以内で元金fm睦可能。

但し、議長 4年)
交通遺児家庭または母子家庭は 1年の延

長が可能

つぎの高校に入学、在学される方の保

護者又はご本人

・高校、高等専門学校

・短大、大学、大学Wit
・専修学校、各組学校、予備校(百志向さ

れたもの)

・盲学校、搬学校、養護学校の高等部な
ど

。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
に
よ
っ
て

一
年
間
の
所
得
税
の
納

税
は
完
了
し
ま
す
が
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

二
十
万
円
を
越
え
る
人
や
給
与
を
二
カ

所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
人
な
ど
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、

多
額
の
陸
療
費
を
支
払
っ
た

人
や
災
官一間
に
あ
っ
た
人
な
ど
は
、
雌
定

申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
峰
に
最
寄
り
の
税

務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

L
i
、a
c

」

に

'uv

玉川村の新年互礼会は、)欠の巴程により開催いた

します。

なお、参加を希望される方は、事前に参加申込を

忘れずにしてください。

午後2時平成10年 1月5日(月)

マーヴ、エラス末広

@日時

@場所

@会費

@申込方法

.燃えるごみの収集

年末~平成9年12月308C火)まで収集します。

年始~平成10年1月6日(火)から収集します。

※12月31日から 1月5日までは収集を行いません
のでこ、みステーションに出さないで下さい。

1、入学H寺に必要な費用(入学11寺学校納
付金、受験のための費用、その他入学

のために必要な費用)

2、在学rl'に必要な215月g (授業料等学校

納付金、下宿代等住居にかかる費用、
通学に必要な交通費)

fI:手IJ均等毎月払い(ボーナス併用返済、
ステップ返済、半年賦 ・年賦返済も可能)

(f!十)教育資金融資保証基金または保証人

1 ::fr以上

郡山市清水台 1丁目 6帯21号
国民金融公庫郡山支!百 包0249(23)7140

。
納
税
は
期
間
内
に

ハU
A
『

B
B
E

日
月
日
日
か
ら
来
年
2
月
日
日
ま
で
は
、

狩
猟
期
間
中
で
す
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
、
狩
猟
中
の
事
故
に
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
違
法
捕
獲

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル

l
ル
で

す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
納
税
の
た
め
の

資
金
手
当
を
行
う
な
ど
し
て
、
期
限
内

の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
所
得
税
の

予
定
納
税
あ
る
い
は
消
費
税
や
法
人
税

の
中
間
申
告
及
び
納
付
に
つ
い
て
は
、

確
定
申
告
と
は
加
に
そ
れ
ぞ
れ
期
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

，、i

、‘

o

J
E

‘v
 

国
税
を
滞
納
す
る

と
、
延
滞
税
が
加
算

さ
れ
る
ほ
か
、
財
産

差
し
押
さ
え
等
の
処

分
を
受
け
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

3，000円

玉川村総務課n(57)4621までお申込

みください。

12月22日(月)まで@申込期限

.危険物(燃えないゴミ)の収集

西部地区平成9年12月25日(木)

東部地区平成9年12月268(金)

※平成10年1月1日、 2日は休みとなります。

J聖 ì\ \~
L-戸内 f、指ミ" 〆d・E

‘~ 〆 _--........ 靖拭圭量ι、ζ 、?
十

可~
記 '

・岩法手の大1tftーさんから 3万円 eμ/小島'のそ7森正人ざんから 3万円

eノj、蒜のf百三井英樹ざんから 3万円 eノj、高のノj、山町 ヂざんから 10万PJ
eノj、広の泌ツj:泌!;i}くさんから 3ノゴPJ • 市釘彩の/j、庶務;俊さんから 2万円

・ &r'f11四3EJII材長杯ゴルフコンペ実行コ委員会から 97.471rrj 

. Jlt]f(・3;:'川 会からふるさと街子力1:￥f楽ーとLて 14.5，000門

寄付ありがとうございます
下記のカ々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

摩く御礼申し上けます。

郵便番号は、来年2月

2日からアケタになりま

すが、 f手翼状もアケタの

郵便番号で記入してくだ

さるようお願いします。

お誕生おめでとうございます |
(11月届出分)

保護者名
品ら
ザー

光 二

保清

徹

徹

i青

出ヨミ児氏名

奥 野 快 者1)

小林巧

小 宅彩香

蕪木稜

蕪木紗姫

高宮瑞稀

区

寺法
ク

地
山
首

1，745戸(+4)

。
南須釜

7，642人(十8)

3，740人 (十6)

3，902人(+2)

村のようす
(9年 12月1日現在)

轡

'1 

' 2 

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

母
親
は
刈
る
手
休
め
、
ず
い
つ
し
か
に
泣
き
寝
入
り
せ
し
畦
の
幼
は

963 6314 
963 6302 
963-6305 
963-6306 
963-6303 
963-6301 

17日(水)母親教室

午前9時15分~

育児教室

午後 1時

18日(木)機能割練

午前10時
19日(金) 1歳6力月児検診

午後 1時30分~

吉いきいき教室

午前9時30分~

保:保健センター 受:受付時間

蒜笠

南須釜

山小屋

山新田
=tご

自辻新田

ヒ
ミ
ヤ

ヨ

963-6312 
963-6313 
963-6311 
963-6304 
963-6316 
963-6315 

小高

川 辺

岩法寺

北須釜

竜崎

中

オ

力

キ
タ
ナ

(11月届出分)

年齢世情主名

73 タリ

84 英雄

78 徳永

86 代

79 春

82 正

雄

人

死亡者氏名

小山田康雄

溝井マサヨ

溝井永太郎

大竹定之

小原リウ

石森 キク

。

地区

小 高

岩法寺

南須釜

山小屋

今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

国
民
健
康
保
険
税

圏
民
年
金
保
険
料

第

3
期

第

6
期

ロ
円
分

{
納
期
眼
は
吃
月
白
日
(
木
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村
公
民
館

佐
久
間
栄
蔵

か
ま
き
り
も
そ
れ
な
り
に
持
つ
向
意
気
触
れ
れ
ば
戦
う
構
え
を
見
せ
る

東
拾
う
頭
上
の
枝
に
鳩
の
い
て
声
野
太
く
森
を
震
わ
す

天
水
を
溜
め
て
飲
料
水
ど
な
す
小
笠
原
を
偲
ぶ
つ
づ
く
干
天
に

亡
さ
夫
の
墓
に
供
え
し
女
郎
花
匂
い
ま
す
か
ど
声
か
け
て
み
る

一
雨
避
け
て
刈
リ
急
ぐ
稲
田
の
向
こ
う
一
列
車
遅
れ
て
紅
葉
の
散
る

謎
な
、
午
で
遊
び
し
宿
ハ
の
棟
か
し
さ
い
ま
は
ど
う
に
も
解
せ
ぬ
謎
も

針

4宮丸
..¥:L 

里

真
弓

は
ん

生十

守
次

吉
田

サ
ヨ

真
弓
五
三
男

白

旗

隆

1 1 



玉川村役場岱(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/(有)円谷印刷(毎月 15日発行)

趣
味
の
達
人

今
月
は
中
の
岩
谷
繁
さ
ん

(
汁
歳
)
の
お
御
輿
づ
く
り
な
ど
の

趣
昧
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ー
秋
の
お
祭
り
に
は
岩
谷
さ
ん
手

作
り
の
お
御
輿
が
村
内
各
地
で
み

ら
れ
ま
す
よ
ね
。

「
今
ま
で
に
全
部
で
お
く
ら
い
作

っ
て
い
ま
す
。
半
分
く
ら
い
は
村

内
に
寄
附
し
ま
し
た
。」

ー
い
っ
頃
か
ら
作
り
始
め
た
ん
で

す
か
。

「
日
年
く
ら
い
前
で
す
。
」

ー
作
ら
れ
た
動
機
は
な
ん
だ
っ
た

ん
で
す
か
。

「
い
ず
み
幼
稚
園
で
ダ
ン
ボ
ー
ル

製
の
お
御
輿
を
担
い
で
い
る
の
を

見
て
、
木
で
出
来
て
い
る
も
の
を

⑨ 

み

ζ

し

「
お
御
輿

u

つ
く
り
な
ど
」
:
:
:
・
:
枇

担
が
せ
た
い
な
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
。」

i
何
を
モ
デ
ル
に
し
て
作
る
ん
で

す
か
。

「
写
真
を
見
た
り
し
ま
す
。」

ー
製
作
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
か

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中II境9

る
も
ん
で
す
か
。

「
毎
日
や
ら
な
い
で
、
少
し
ず
つ
で

す
か
ら
、
約
半
年
は
か
か
り
ま
す
。」

|
現
在
も
製
作
中
な
ん
で
す
か
。

「
今
も
2
基
製
作
中
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。」

ー
だ
れ
か
に
習
っ
た
ん
で
す
か
。

「
い
い
え
。

独
創
で
す
ね
」

ー
と
て
も
器
用
で
す
よ
ね
。
以
前

は
面
打
ち
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
よ
ね
。

「
観
音
像
で
す

o
m体
く
ら
い
彫
り

ま
し
た
ね
。」

ー
そ
の
ほ
か
に

芸
ご

も
や
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
頃
か
ら
は
じ

め
ら
れ
た
ん
で
す
か
。

「
昭
和
臼
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。」

)

私

の

宝
も
の
は
、
昭
和
臼
年
頃
に
姿
の

吉
岡小

実
家
を
普
請
す
る
際
に
唐
紙
か
ら
見
つ
か

私

っ
た
「
古
文
書
」
で
す
。

ー

こ

の
古
文
書
を
岩
谷
浩
光
さ
ん
に
見
て

s
，J 

同
-
-
も
ら

っ
た
ら
、
私
の
実
家
の
先
祖
の
も
の

f
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
白
河
藩

井

の

庄

屋
だ
っ
た
時
代
の
も
の
で
し
た
口
白

石

分
の
先
祖
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
凄

く
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、

古
文

替
を
読
む
こ
と
な
ど
全
く
で
き
ま
せ
ん
口

「
自
分
で
も
読
め
る
(
理
解
で
き
る
)
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く

膨
ら
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
谷
浩
光
さ

「私の宝ものJ⑧シリーズ

奇ゃ

繁
さ
ん

j

舎
で
は
教
授
の
資
格
を
お
持
ち

で
す
よ
ね
。

「
漢
字
と
細
字
の
部
の
師
純
で
す
口

実
用
替
の
試
験
が
1
月
に
あ
る
ん

で
す
よ
。」

ー
そ
の
他
に
も
伺
か
や
ら
れ
て
い

ま
す
か
。

「
菊
づ
く
り
や
写
真
も
少
々
や
っ
て

い
ま
す
。」

ー
車
の
免
許
証
も
最
近
と
ら
れ
た

ん
で
す
よ
ね
。

「
山
山
歳
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
」

ー
ど
の
趣
味
も
若
い
う
ち
か
ら
始

め
た
も
の
で
は
な
く
て
日
放
を
過

ぎ
て
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
「
こ
れ

か
ら
で
は
遅
い
」
な
ど
と
い
う
考

え
は
捨
て
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

持
つ
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

ん
が
各
地
で
開
催
し
て
い
た
古
文
書
教
室

に
足
を
運
び
ま
し
た
。

今
は
、

簡
単
な
古
文
書
な
ど
は
読
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
、
こ
の
古
文

書
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
ら
、
古
文
書
な

ど
に
興
味
を
持
つ
こ
と
も
無
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
を
古
文
書
研
究
に
誘
っ
て
く
一

れ
た
こ
の
古
文
書
は
私
に
と
っ
て
大
切
な

宝
も
の
で
す
。

今
、
、
村
の
公
民
館
で
も
2
年
前
か
ら

古
文
議
教
室
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
ご

一
緒
に
古
き
時
代
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

心に残忍 騨;
我がふるさと

f心のふるさとj

埼玉県川口市

大野清七さん

(高須釜出身)

世
界
的
に
誇
れ
る
玉
川
村
の
発
展

誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
ロ
年
か
ら
凶
年
当
時

玉
川
村
で
小
学
生
と
し
て
、
楽
し
い

若
き
芽
生
え
、
人
生
の
最
も
重
要
な

基
礎
の
原
点
の
時
代
を
過
ご
せ
た
こ

と
が
現
在
の
人
生
生
活
に
大
変
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。

私
は

「技
術
は
身
を
助
け
る
」
と

い
う
こ
と
を
小
学
校
の
高
学
年
時
に

知
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
私
の
人

生
を
決
定
づ
け
ま
し
た
。
戦
前
の
昭

和
問
年
に
上
京
し
、
日
立
製
作
所
に

入
社
。
機
械
の
技
術
を
身
に
つ
け
て

「
機
械
の
中
心
は
何
か
、
全
て
の
機

械
に
役
に
立
つ
も
の
は
何
か
」
を
考

え
、
歯
車
に
自
を
付
け
ま
し
た
。
歯

車
は
、
主
と
し
て
ホ
ブ
と
い
う
機
械

で
造
る

1
こ
れ
が
世
界
的
な
考
え
で

す
。
こ
れ
を
越
す
機
械
を
造
れ
な
い

も
の
か
と
い
う
発
想
か
ら
私
は
独
自

の
機
械
を
開
発
し
、
歯
車
を
造
っ
て

でk
l
 

iu 
ンぺs

レア立
ロ黒

い
ま
す
。
主
と
し
て
、
建
設
機
械
、

造
船
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
大
型
機
械
の

歯
車
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
ま

す。
私
の
造
っ
た
歯
車
を
付
け
た
建
設

機
械
が
福
島
空
港
で
活
躍
し
、
空
港

造
成
の
手
助
け
が
出
来
た
こ
と
は
、

陰
な
が
ら
玉
川
村
の
発
展
の
一
部
の

役
に
立
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

東
京
玉
川
会
は
、
県
の
誘
致
企
業

視
察
研
修
に
ご
招
待
い
た
だ

い
た
際

車
田
村
長
さ
ん
の
勧
め
で
加
入
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
玉
川
村
を
出

て
働
い
て
い
る
私
た
ち
に
村
の
情
報

と
ふ
れ
あ
い
を
設
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
村
長
さ
ん
は
じ
め
役
場
職
員
、

役
員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
で
は
、
空
港
の
あ
る
玉
川
村
が

私
の
故
郷
と
言
え
る
の
も
私
の
自
慢

で
す
。
最
後
に
玉
川
村
、
東
京
玉
川

会
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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